


















































小 野 健 司
The Biography of Engineer Tomizuka Kiyosi（１８９３－１９８８）（１）
――For Living Freely and Creatively――
Kenzi ONO
ABSTRACT
The purpose of this thesis is to explore the ideas for living creatively. I clarified the process of Tomizuka
Kiyosi’s way of life conforming too much to the accepted norms and the breakaway from such a way of life.
This thesis targeted his career from his birth to being an assistant professor of Tokyo Imperial University.
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なが み さ いちろう
た永海佐一郎（１８８９～１９７８）という科学者〉の伝記






















































































































































































































































































































きく ち たい じ
も今度も，菊池泰二君［元文部大臣菊池大麓の
息子］の一番は不動である。［中略］二番以下の



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































す はらとよ た ろう
あった」という栖原豊太郎は，富塚が批判する〈数
式重視の講義をおこなっていた人物〉でした。また，
入所当時の富塚が手がけていた「自動印字回転計」
の開発をめぐって激しい討論をくり広げた相手でも
ありました。少なくとも粟野は，〈数式重視の講義
の方を高く評価していた〉というのが事実ですから
驚きです。要するに〈優等生の本当の気持ちも，本
人に直接聞いてみなければわからない〉ということ
なのでしょう。 （つづく）
（小野健司：教育学研究室 ono-ken@shikoku-u.ac.jp）
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抄 録
この論文の目的は，富塚清の優等生的な生き方とそこからの脱却の過程を明らかにすることに
よって，創造的に生きるためのヒントを探ることである。今回は，富塚清の生誕から東京帝国大学
助教授までの履歴を対象とした。
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